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初
代
阿
波
公
方
・
足
利
義
冬

　

足
利
義
冬
は
永
正
６
年
（
１
５
０

９
）、
京
都
で
生
ま
れ
た
。
父
は
室
町
幕

府
11
代
将
軍
足
利
義
澄
で
あ
る
。
出
生

か
ら
２
年
後
、
父 

義
澄
が
急
死
す
る

と
、
10
代
将
軍
足
利
義
稙
の
養
子
と
な

っ
た
。
成
人
と
な
っ
た
義
冬
は
次
の
将

軍
候
補
で
あ
り
、
実
際
に
大
阪
堺
を
拠

点
に
事
実
上
の
将
軍
と
し
て
の
執
務
を

執
り
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
正
式
に

将
軍
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
戦

国
の
乱
世
の
波
に
の
み
込
ま
れ
、
堺
に

留
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
阿
波
守
護
細

川
持
隆
の
勧
め
で
、
阿
波
に
迎
え
ら
れ

た
。
義
冬
が
迎
え
ら
れ
た
地
は
那
賀
川

の
河
口
に
あ
る
平
島
の
地
で
あ
り
、
こ

こ
に
館
を
造
営
。
程
な
く
西
国
の
将
、

周
防
国
の
大
内
義
興
の
娘
を
正
室
と

し
、
天
文
７
年
（
１
５
３
７
）
に
長
男

義
親（
後
の
室
町
幕
府
14
代
将
軍
義
栄
）

が
誕
生
し
た
。

室
町
幕
府
14
代
将
軍
・
足
利
義
栄

　
永
禄
８
年
（
１
５
６
５
）
室
町
幕
府

13
代
将
軍
足
利
義
輝
が
三
好
三
人
衆
ら

に
暗
殺
さ
れ
る
事
件
が
勃
発
す
る
。

　
こ
の
事
件
が
契
機
と
な
り
、
義
栄
は

父 

義
冬
と
共
に
阿
波
よ
り
渡
海
。
次

の
将
軍
と
な
る
た
め
、
畿
内
で
の
政
治

的
影
響
力
を
強
め
て
い
き
、
ま
た
朝
廷

へ
の
働
き
掛
け
が
功
を
奏
し
、
永
禄
11

年
（
１
５
６
８
）
２
月
８
日
に
14
代
将

軍
に
任
じ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
織
田
信
長
の
台
頭
に
よ
り

義
栄
勢
力
は
劣
勢
と
な
る
。
そ
う
し
た

状
況
下
で
、
義
栄
は
病
を
患
い
急
死
。

享
年
31
の
若
さ
で
あ
り
、
将
軍
在
任
期

間
も
わ
ず
か
８
カ
月
で
あ
っ
た
。

　
義
栄
の
死
後
、
実
弟
の
義
助
も
将
軍

の
座
を
め
ざ
す
も
、
時
代
は
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
そ
の
夢
は
完
全
に
断
た

れ
た
。

最
後
の
阿
波
公
方
・
足
利
義
根

　
義
助
以
降
も
足
利
将
軍
末
裔
は
阿
波

平
島
の
地
に
住
み
続
け
る
こ
と
と
な
る

が
、
蜂
須
賀
家
政
が
阿
波
に
入
国
す
る

と
、
阿
波
公
方
の
所
領
を
没
収
。
わ
ず

か
ば
か
り
の
茶
料
（
支
援
金
）
を
与
え

ら
れ
た
の
み
で
、
さ
ら
に
は
、
阿
波
公

方
の
権
威
を
奪
う
た
め
、
義
次
（
義
助

の
孫
）
の
代
に
お
い
て
は
「
足
利
姓
」

を
禁
じ
ら
れ
、
代
わ
り
に
「
平
島
姓
」

を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
も
蜂

須
賀
氏
と
阿
波
公
方
の
確
執
は
歴
代
に

渡
っ
て
続
き
、
９
代
阿
波
公
方
義
根
の

代
に
お
い
て
不
満
が
爆
発
す
る
こ
と
と

な
る
。

　
義
根
は
延
享
４
年
（
１
７
４
７
）
に

誕
生
。
父 

義
宜
の
志
を
受
け
、
漢
文
学

を
学
ぶ
と
、
優
れ
た
才
能
を
発
揮
す

る
。
そ
の
作
品
は
漢
詩
集
「
棲
龍
閣
詩

集
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
文
化
面
に
お
い
て
義
根
の
功
績
は
大

き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
藩
か
ら
の
冷

遇
に
耐
え
か
ね
、
文
化
２
年
（
１
８
０

５
）、
義
根
は
阿
波
を
退
去
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
こ
こ
に
平
島
に
お
け
る
阿
波
公
方
の

歴
史
は
幕
を
下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

義冬公像

新野町木村家「まむし除け札」阿波公方・民俗資料館展示

14代室町幕府将軍 足利義栄の墓

　

次
回
は
、阿
波
し
じ
ら
織
の
創
案
者「
海
部　

花
」を
紹
介
し
ま
す
。

参
考
資
料

「
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
」

２
０
１
４
・
阿
南
市
文
化
協
会

「
室
町
幕
府
将
軍
列
伝
」

２
０
１
７
・
戎
光
祥
出
版
株
式
会
社

阿南市の
先覚者たち

　
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
平

成
26
年
阿
南
市
文
化
協
会
か
ら
「
阿
南

市
の
先
覚
者
た
ち
第
１
・
２
集
」
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
人
た

ち
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
後
世
に
語
り
継
ぐ

た
め
に
、
今
月
か
ら
27
人
の
先
覚
者
た
ち

を
奇
数
月
に
掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第1回




